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はじめに	
 
	
 	
 

	
 この「会長諮問プロジェクト調査報告書〜子どもたちと考える教科音楽〜」は，こ

れまで教科音楽が果たしてきた成果や意義に関し，小学校６年生児童を対象に全国規

模でおこなった質問紙調査の形で示したものであり，昨年発刊した「伝統文化・創造	
 

関連資料集（音楽編	
 その１）〜音楽科教育の成果と課題〜」の続編に位置づけられ

ます。 
	
 

2014年 12月，日本音楽教育学会では学校教育現場で教科音楽によって培われた力，

つまり，授業で学んだ力をより具体的なデータとして社会に示すことを目標に，会長

諮問プロジェクトを発足させました。同プロジェクトでは，関連学会や隣接諸学会と

の連携を図りつつ，座談会やシンポジウムの開催，年次大会での報告，冊子発刊など

を通して，その成果をさまざまな形で発表してきました。中でも本調査報告書は，半

年にわたる計画立案と調査項目の検討，予備調査の実施とその分析結果を踏まえたも

のであり，具体的な数値を伴った実証的なプロダクトです。 
 
調査結果からは，友達と力をあわせたり友達の気持ちを考えたりといった「クラス

の仲間を大事にしている」子どもたちの日常を再発見できました。子どもたちは，学

校での音楽授業を「外国のいろいろな文化を知るのに役立ち，自分の心を豊かにし，

生活を明るくする」教科だと考えています。さらに，みんなで協力して成し遂げたこ

とや，どんな思いで楽曲に取り組んだのかといったエピソードは，その楽曲と共に子

どもたちの記憶にしっかり残っていることが分かりました。これまで教科音楽で培っ

てきた力の一端を，明らかにすることができたと考えております。 
	
 

近年，「21 世紀型能力」や「21 世紀型スキル」といった用語が注目を集めています。

併せて「批判的思考と問題解決」「コミュニケーションと協働」「創造とイノベーショ

ン」等の複数のカテゴリーもこれらに関連するスキル項目として，諮問文書や報告書

等で提案されています。これら一つひとつの項目に対して，具体的な音楽活動事例を

考案したり，関連づけたり，組み立てたりすることは，もちろん大切なことでしょう。

しかしその前に，音楽教育の根幹である「心の育成」「子どもたちの豊かな人間性や美

しいものに感動する感性の陶冶」を忘れてはならないと思います。	
 

	
 

我が国の学校教育では，「確かな学力，豊かな人間性，健やかな体」のバランスのと

れた力である「生きる力」を育むことを第一義に，人間としての総合的な力を育てる

ことを目標としています。義務教育における教科音楽は，こうした学校教育のあり方

を支える重要な柱の一つであり，とりわけ，子どもたちの「心」の健全な育ちにとっ

て重要な責務を担っています。言い換えれば音楽教育は，人間の精神や人間形成に資

するものであり，人として生きるための情意的側面の育成に直結する，まさに根幹部

分に位置するものと言えます。	
 

	
 

本調査報告書の貴重な元データとなったアンケートは，調査依頼から返送までわず

か２ヶ月足らずという大変短い期間での実施となりました。それにも関わらず，全国

から返送されたアンケート用紙は，段ボール 30 箱以上になりました。筆圧で次のペー

ジにまで鉛筆の跡が残っている用紙，几帳面な字がびっしりと並んだ用紙，何度も消

したり書いたりしたために破れてしまった用紙，隅に似顔絵が書き込まれた用紙・・・・

その一枚一枚，一文字一文字に込められた子どもたちの「心」に寄り添い，子どもた

ちの声に，真摯に耳を傾けたいと思います。 
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最後になりましたが，報告書の作成にあたり会長諮問プロジェクトの皆様，常任理

事・理事の皆様，会員の皆様のご協力に対し厚く御礼申し上げると共に，調査にご協

力いただきました全国の小学校校長，教頭，音楽担当教諭，教職員並びに関係者の皆

様，そして 2475 名の小学校６年生児童の皆様に心から御礼を申し上げます。	
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１．質問紙調査の概要 
 
1.1	
 調査項目：大項目	
 

	
 

大項目は，以下の４つである。	
 

	
 

①	
 （1）から（10）までのそれぞれについて，あなたの考えに一番近いものを一つず

つ選んで，その番号に○をつけて下さい。	
 

②	
 学校で音楽の勉強をしたことで，あなたの生活が変わったなと思うことがありま

すか。（11）から（20）までのそれぞれについて，あなたの考えに一番近いものを

一つずつ選んで，その番号に○をつけて下さい。	
 

③	
 学校の勉強について教えて下さい。（21）から（27）までのそれぞれについて，（	
 ）

に入ると思うものを選んで，その番号に○をつけてください。○の数は三つまで

です。	
 

④	
 これまでの音楽の授業について教えて下さい。（28）から（31）までのそれぞれに

ついて，あなたの考えに一番近いものを一つずつ選んで下さい。その曲名や理由

も書いて下さい。	
 

	
 

	
 ①は，自分自身の生活全般に関するものであり，10 の小項目（下位項目）を設定し

た。②は，音楽の授業と自分の生活との関わりについてであり，同様に 10 の小項目（下

位項目）を設定した。①と②は，どちらも５段階（１＝とてもそうだ，５＝まったく

そうではない）で回答を求めた。③は学校生活に関するものであり，下位項目として

７項目を設定して各項目に該当する教科名を複数選択させた。④は音楽の授業に関す

る２項目について，自由記述で回答を求めた。	
 

	
 

	
 

1.2	
 調査項目：小項目	
 

	
 

小項目は，次の通りである。	
 

	
 

① （1）から（10）までのそれぞれについて，あなたの考えに一番近いものを一つず
つ選んで，その番号に○をつけて下さい。	
 

 
（1）	
 気になったことは，自分でなっとくのいくまで考える。 
（2）	
 友だちがさみしそうなときは，声をかける。 
（3）	
 話し合いのときは，自分とは違う意見を聞く。 
（4）	
 見たり聞いたりしたことから，いろいろなアイデアを思いつく。 
（5）	
 クラスの人と一緒にいるときは，相手の気持ちを考える。 
（6）	
 友だちが仲間に入りたそうにしていることに気づく。 
（7）	
 友だちと力をあわせて，一つのことに取り組むことが得意だ。 
（8）	
 音楽の学習は，好きだ。	
  
（9）	
 美しいものやすばらしい景色を見ることが，好きだ。 
（10）	
 人の意見に左右されないで，自分の意見を言う。 

	
 	
 

② 学校で音楽の勉強をしたことで，あなたの生活が変わったなと思うことがありま
すか。（11）から（20）までのそれぞれについて，あなたの考えに一番近いものを

一つずつ選んで，その番号に○をつけて下さい。	
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（11）	
 音楽や音の聞こえ方が，これまでと変わった。 
（12）	
 学校の勉強のしかたが，これまでと変わった。 
（13）	
 学校に行くのが，これまでより楽しくなった。 
（14）	
 先生や友だちと，明るく大きな声で，話ができるようになった。 
（15）	
 ふだんの生活の中で，家のひとと音楽の話をするようになった。 
（16）	
 日本以外の，他の国の人の生活や音楽に，興味をもつようになった。 
（17）	
 友だちの気持ちや考えていることが，わかるようになった。 
（18）	
 友だちと一緒に学習したり，みんなの前で発表したりする力がついた。 
（19）	
 わたしたちの生活のなかで，音楽の大切さを考えるようになった。 
（20）	
 自分から積極的に，話しかけることができるようになった。 

	
 

③	
 学校の勉強について教えて下さい。（21）から（27）までのそれぞれについて，（	
 ）

に入ると思うものを選んで，その番号に○をつけてください。○の数は三つまで

です。	
 

	
 

（21）	
 （	
 	
 ）と（	
 	
 ）と（	
 	
 ）は，自分の心を豊かにするのに役立つ教
科だ。 

（22）	
 （	
 	
 ）と（	
 	
 ）と（	
 	
 ）は，生活を明るく楽しくすごすために役
立つ教科だ。 

（23）	
 （	
 	
 ）と（	
 	
 ）と（	
 	
 ）は，友だちと一緒に協力する力が身につ
く教科だ。 

（24）	
 （	
 	
 ）と（	
 	
 ）と（	
 	
 ）は，自分を表現する力が身につく教科だ。 
（25）	
 日本の文化や伝統を知るのに役立つ教科は，（	
 	
 ）と（	
 	
 ）と（	
 	
 ）

だ。 
（26）	
 （	
 	
 ）と（	
 	
 ）と（	
 	
 ）は，外国のいろいろな文化を知るのに役

立つ教科だ。 
（27）	
 （	
 	
 ）と（	
 	
 ）と（	
 	
 ）が，学校の時間割から無くなってしまう

といやだ。 
	
 

④	
 これまでの音楽の授業について教えて下さい。（28）から（31）までのそれぞれに

ついて，あなたの考えに一番近いものを一つずつ選んでその番号に○をつけて下

さい。その曲名や理由も書いて下さい。	
 

	
 

（28）	
 音楽の授業できいた曲の中で，心に残っている曲はありますか 
（29）	
 「はい」と答えたひとは，曲名とその理由を書いてください。 
（30）	
 音楽の授業で，歌ったり楽器で演奏したりした曲の中で，心に残ってい

る曲はありますか。 
（31）	
 「はい」と答えたひとは，曲名とその理由を書いてください。 
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２．調査対象者 
	
 

	
 調査対象者は，以下の通りである。北海道から九州まで計 30 校，2475 名の小学校

６年生の回答を集めることができた。表１に一覧表としてまとめる。	
 

	
 

	
 
表１ 調査協力校の一覧（学校名と対象者数） 

	
 

 
小学校名 地域 合計数 

1 岩見沢市南小学校 北海道 63 

2 岩見沢市立岩見沢小学校 北海道 39 

3 仙台市立馬場小学校 宮城 12 

4 宮城教育大学附属小学校 宮城 141 

5 足立区立梅島小学校 東京 136 

6 足立区立栗原北小学校 東京 67 

7 東京学芸大学附属小金井小学校 東京 110 

8 豊島区立池袋本町小学校 東京 70 

9 豊島区立高南小学校 東京 34 

10 豊島区立目白小学校 東京 93 

11 文京区立指ヶ谷小学校 東京 30 

12 横浜市立笠間小学校 神奈川 130 

13 千葉市立蘇我小学校 千葉 153 

14 静岡大学教育学部附属静岡小学校 静岡 97 

15 小千谷市立片貝小学校 新潟 42 

16 新潟市立新津第三小学校 新潟 108 

17 新潟市立白山小学校 新潟 43 

18 新潟市立浜浦小学校 新潟 77 

19 新潟大学教育学部附属長岡小学校 新潟 54 

20 愛知教育大学附属岡崎小学校 愛知 105 

21 守山市立河西小学校 滋賀 168 

22 日野町立必佐小学校 滋賀 27 

23 大和高田市立高田小学校 奈良 87 

24 帝塚山小学校 奈良 71 

25 和歌山市立高松小学校 和歌山 75 

26 岡山大学教育学部附属小学校 岡山 100 

27 広島大学附属東雲小学校 広島 83 

28 大分大学教育福祉科学部附属小学校 大分 116 

29 長崎大学教育学部附属小学校 長崎 82 

30 長与町立長与北小学校 長崎 62 

合計 2475 
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３．調査実施 
	
 

3.1	
 実施時期	
 

	
 

調査時期は，以下の通りである。	
 

平成 27 年５月末日〜平成 27 年７月末日	
 	
 

＊諸行事の都合上，調査時期及び返送時期に１ヶ月程度の幅が生じている。	
 

 
3.2	
 留意事項	
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４．集計結果 
 
4.1	
 項目別集計結果	
 

	
 

	
 有効回答数は 2475 名中，2466 名であった。大項目①と②は，「１＝とてもそうだ，

２＝そうだ，３＝どちらかといえばそうだ，４＝どちらかといえばそうではない，５

＝まったくそうではない」の５段階評定の中から，回答者自身が選んで答える項目で

ある。以下，表２に平均値と標準偏差値を示す。	
 

	
 
 

表２ 大項目①と②の平均値・標準偏差値 

 

 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

大項目 小項目 平均値 標準偏差 

1 

1 2.304 0.9587 

2 1.994 0.9265 

3 2.174 0.9577 

4 2.241 1.055 

5 2.032 0.8925 

6 2.068 1.0283 

7 2.171 1.0507 

8 2.286 1.2677 

9 1.88 1.0855 

10 2.421 1.0978 

２ 

11 2.653 1.2781 

12 2.787 1.229 

13 2.555 1.3374 

14 2.398 1.2368 

15 3.064 1.4089 

16 2.74 1.3793 

17 2.584 1.1815 

18 2.655 1.2713 

19 2.795 1.2846 

20 2.337 1.2237 
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大項目①の平均値は「２」付近，②の平均値は「３」前後であり，どちらも「そう

だ」「どちらかといえばそうだ」と回答している子どもたちが多い。生活全般に関して

も音楽の授業と生活との関わりについても，今時の子どもたちを取り巻く環境が垣間

見える結果になったといえる。	
 

	
 

数値順に並べてみると「項目９＝美しいものやすばらしい景色を見ることが好きだ」

「項目２＝友だちがさみしそうなときは，声をかける」「項目５＝クラスの人と一緒に

いるときは，相手の気持ちを考える」「項目６＝友達が仲間に入りたそうにしているこ

とに気づく」「項目７＝友だちと力をあわせて，一つのことに取り組むことが得意だ」

といった項目に対して，「とてもそうだ」と回答している様子がわかる。項目９をのぞ

いて，仲間を大事にすることや友達との協力，集団への親和性に関心が強いことが読

み取れると同時に，最近の「空気を読む力」「察する力」とも重なり合う部分が多く，

興味深い。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

図 1 大項目①と②の中で上位をしめた小項目（平均値） 

	
 

	
 	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

1.6 1.8 2 2.2 

美しいものやすばらしい景色を見ること
が，好きだ。	
 

友だちがさみしそうなときは，声をかけ
る。	
 

クラスの人と一緒にいるときは，相手の
気持ちを考える。	
 

友だちが仲間に入りたそうにしているこ
とに気づく。	
 

友だちと力をあわせて，一つのことに取
り組むことが得意だ。	
 

話し合いのときは，自分とは違う意見を
聞く。	
 

←とてもそうだ　　　　そうだ→　　	
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 大項目③は９教科の中から（	
 ）に相当する教科名を選ぶ項目である。教科音楽が

どのようにとらえられているのかを明らかにするため，表３に，「音楽」を選択した人

数とその割合を示した。	
 
 

表３ 大項目③で「音楽」を選択した人数	
 

	
 

	
 

	
 

さらに，他の教科と比較したものが表４である。他教科と比べてみると，音楽は７

項目中５項目で多くの子どもたちに選ばれていること，項目ごとに選択されている教

科群が異なっていることが分かる。	
 
 

表４ 大項目③の教科別選択人数 

	
 

	
 	
 

大項目 小項目 音楽 ％ 

３ 

（  ）と（  ）と（  ）は，自分の心を豊かにするのに役

立つ教科だ。 
1135 46.0 

（  ）と（  ）と（  ）は，生活を明るく楽しくすごすため

に役立つ教科だ。 
1047 42.5 

（  ）と（  ）と（  ）は，友だちと一緒に協力する力が

身につく教科だ。 
755 30.6 

（  ）と（  ）と（  ）は，自分を表現する力が身につく教

科だ。 
1050 42.6 

日本の文化や伝統を知るのに役立つ教科は，（  ）と

（  ）と（  ）だ。 
1045 42.4 

（  ）と（  ）と（  ）は，外国のいろいろな文化を知るの

に役立つ教科だ。 
1445 58.6 

（  ）と（  ）と（  ）が，学校の時間割から無くなってし

まうといやだ。 
756 30.7 
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図２ 大項目③の教科別加算人数 

	
 

	
 	
 

図２は，小項目別に，積み上げ加算をおこなって教科別に図示したものである。９

教科を比較すると，どの項目においても「音楽」が選択されていること，それぞれの

教科の特性によって項目が選択されていること，教科によっては想像以上に厳しい数

値になっていること等が読み取れる。調査前には，「自分の心を豊かにするのに役立つ

教科だ」「自分を表現する力が身につく教科だ」「学校の時間割から無くなってしまう

といやだ」といった項目に対して，音楽の数値はもっと高くなるのではないかと想像

していたが，実際はそうでもなく，これは今後の課題といえるだろう。	
 

	
 

もっとも，今回の調査では，９教科の中で３教科「しか」選ぶことができなかった

状況があり，選択された教科「だけ」がその項目にふさわしいと思われているわけで

はないこと，それほど大きな偏りが見られたわけではないことを付記しておきたい。	
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（　　）と（　　）と（　　）が，学校の時間割
から無くなってしまうといやだ。	


（　　）と（　　）と（　　）は，外国のいろいろ
な文化を知るのに役立つ教科だ。	


日本の文化や伝統を知るのに役立つ教
科は，（　　）と（　　）と（　　）だ。	


（　　）と（　　）と（　　）は，自分を表現する
力が身につく教科だ。	


（　　）と（　　）と（　　）は，友だちと一緒に
協力する力が身につく教科だ。	


（　　）と（　　）と（　　）は，生活を明るく楽
しくすごすために役立つ教科だ。	


（　　）と（　　）と（　　）は，自分の心を豊
かにするのに役立つ教科だ。	
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 大項目④は，自由記述を中心に音楽の授業について尋ねた項目である。表５に示し

たように，約半数の子どもたちが，音楽の授業の中で聞いたり，歌ったり，楽器で演

奏した楽曲を「心に残っている」と回答している。	
 

	
 

	
 
表５ 大項目④の回答人数 

 

	
 

	
 

	
 
 

	
 表６・７・８に，自由記述の欄に書かれた子どもたちの「授業で扱った曲の中で心

に残っている曲名」を，学校別一覧表として示す。	
 
 

 

 

 

表６ 大項目④の自由記述（学校別） 

	
 

	
 

①小学校 ②小学校 ③小学校 ④小学校 ⑤小学校
Ｑ２９ Ｑ２９ Ｑ２９ Ｑ２９ Ｑ２９

曲名 票数 曲名 票数 曲名 票数 曲名 票数 曲名 票数
1 花は咲く 5 運命 3 1 翼をください 6 ハンガリー舞曲 1 1 桜の木の下で 14
語り合おう 2 語り合おう 3 春の海 4 翼をください 1 2 H EIW Aの鐘 11
翼をください 2 2 Ｕ＆Ｉ 2 朧月夜 4 ビリーブ 1 3 剣の舞 8
君をのせて 2 その他 5 その他 44 未来への賛歌 1 その他 27

その他 7 無記入 26 無記入 83 その他 0 無記入 76
無記入 45 合計 39 合計 141 無記入 8 合計 136
合計 63 合計 12

Ｑ３１ Ｑ３１ Ｑ３１ Ｑ３１ Ｑ３１
曲名 票数 曲名 票数 曲名 票数 曲名 票数 曲名 票数
1 アフリカンシンフォニー 15 1 剣の舞 6 1 ひまわりの約束 34 1 セビーリャ 2 1 H EIW Aの鐘 17
2 カノン 4 2 ルパン三世のテーマ 5 2 キリマンジャロ 8 天の声 1 2 パッヘルベルのカノン 14
3 花は咲く 2 3 語り合おう 3 赤い屋根の家 3 ガッツ（嵐） 1 3 ソーラン節 5

その他 0 その他 3 翼をください 3 その他 0 その他 21
無記入 42 無記入 22 茶色の小びん 3 無記入 8 無記入 79
合計 63 合計 39 その他 19 合計 12 合計 136

無記入 71
合計 141

⑥小学校 ⑦小学校 ⑧小学校 ⑨小学校 ⑩小学校
Ｑ２９ Ｑ２９ Ｑ２９ Ｑ２９ Ｑ２９

曲名 票数 曲名 票数 曲名 票数 曲名 票数 曲名 票数
1 ハンガリー舞曲 21 ラデツキー行進曲 9 1 千本桜 20 1 威風堂々 8 1  つばさをください 12

翼をください 4 運命 9 2 剣の舞 8 旅立ちの日に 2 2 ラバースコンチェルト 6
ほしまつり 4 2 月光 4 3 春の海 4 校歌 2 剣の舞 3

その他 6 その他 14 その他 15 涙そうそう 2 マイバラード 3

無記入 32 無記入 74 無記入 23 ルパン三世のテーマ 2 メヌエット 3

合計 67 合計 110 合計 70 その他 10 その他 10

無記入 8 無記入 56

合計 34 合計 93

Ｑ３１ Ｑ３１ Ｑ３１ Ｑ３１ Ｑ３１
曲名 票数 曲名 票数 曲名 票数 曲名 票数 曲名 票数
1 ブックト・オン・日本民謡 34 1 ルパン三世のテーマ 29 1 千本桜 52 1 ディズニーメドレー 8 1 風になりたい 13
エーデルワイス 2 2 ラデツキー行進曲 13 2 校歌 4 2 ルパン三世のテーマ 4 2 星空はいつも 3
童神 2 3 スターウォーズ 9 いつだって 1 エルワンベンチェロ 3 ラバースコンチェルト 2

その他 3 その他 6 リーズン 1 涙そうそう 3 つばさをください 2
無記入 26 無記入 53 カントリーロード 1 その他 11 その他 6

合計 67 合計 110 その他 0 無記入 5 無記入 67

無記入 11 合計 34 合計 93

合計 70

1
2

2
3

2

3
3 3

1
1

2
2

2

3

大項目 小項目 あり なし 

４ 

音楽の授業できいた曲の中で，心に残っている曲はあ

りますか。 
1186 1289 

「はい」と答えたひとは，曲名とその理由を書いてくださ

い。 

音楽の授業で歌ったり楽器で演奏したりした曲の中

で，心に残っている曲はありますか。 
1280 1195 

「はい」と答えたひとは，曲名とその理由を書いてくださ

い。 
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表７ 大項目④の自由記述（学校別） 

	
 

	
 

	
 
	
 

	
 

	
 
表８ 大項目④の自由記述（学校別） 

 

	
 
	
 

	
 

⑪小学校 ⑫小学校 ⑬小学校 ⑭小学校 ⑮小学校
Ｑ２９ Ｑ２９ Ｑ２９ Ｑ２９ Ｑ２９

曲名 票数 曲名 票数 曲名 票数 曲名 票数 曲名 票数
1 木星 4 1 運命 16 1 威風堂々 21 1 威風堂々 13 1 翼をください 10
2 ＨＥＩＷＡの鐘 3 2 カノン 13 2 木星 13 2 あなたにありがとう 10 2 ビリーブ 5
3 赤い屋根の家 2 3 君をのせて 6 3 ホール・ニュー・ワールド 12 3 ゆうき 7 3 いろんな木の実 4

その他 7 エーデルワイス 6 その他 35 その他 16 その他 10
無記入 14 その他 23 無記入 72 無記入 51 無記入 13
合計 30 無記入 66 合計 153 合計 97 合計 42

合計 130

Ｑ３１ Ｑ３１ Ｑ３１ Ｑ３１ Ｑ３１
曲名 票数 曲名 票数 曲名 票数 曲名 票数 曲名 票数
1 となりのトトロ 6 1 ゴジラ 12 1 威風堂々 49 1 ゆうき 26 1 八木節 6
世界にひとつだけの花 2 2 宙船 9 2 星空はいつも 9 2 ルパン三世のテーマ 16 2 いろんな木の実 5
ＨＥＩＷＡの鐘 2 3 君をのせて 8 3 山のポルカ 3 3 ソーラン節 4 3 翼をください 4
レットイットゴー 1 その他 48 その他 13 その他 18 その他 17
チキチキバンバン 1 無記入 53 無記入 79 無記入 33 無記入 10
マイボニー 1 合計 130 合計 153 合計 97 合計 42
花は咲く 1

無記入 16
合計 30

⑯小学校 ⑰小学校 ⑱小学校 ⑲小学校 ⑳小学校
Ｑ２９ Ｑ２９ Ｑ２９ Ｑ２９ Ｑ２９

曲名 票数 曲名 票数 曲名 票数 曲名 票数 曲名 票数
1 翼をください 12 1 威風堂々 5 1 威風堂々 10 1 ヨーデル 20 1 翼をください 19
2 威風堂々 6 2 ＣＯＳＭＯＳ 4 2 ふるさと（嵐） 5 2 ビリーブ 3 威風堂々 2
3 ラバースコンチェルト 5 2 ビリーブ 4 3 ジャディンデデン 4 その他 12 友達はいいもんだ 2

その他 25 その他 11 その他 21 無記入 19 旅立ちの日に 2
無記入 60 無記入 19 無記入 37 合計 54 with you smile 2

合計 108 合計 43 合計 77 その他 22

無記入 56

合計 105

Ｑ３１ Ｑ３１ Ｑ３１ Ｑ３１ Ｑ３１
曲名 票数 曲名 票数 曲名 票数 曲名 票数 曲名 票数
1 キリマンジャロ 18 1 威風堂々 14 1 ふるさと（嵐） 18 1 夏祭り 8 1  ラバースコンチェルト 12

2 ラバースコンチェルト 7 2 翼をください 2 2 威風堂々 6 翼をください 3 2 威風堂々 8
3 翼をください 4 2 ビリーブ 2 3 ラバースコンチェルト 4 星空はいつも 3 3 天地人 6

その他 13 その他 11 その他 17 その他 11 その他 26

無記入 66 無記入 14 無記入 32 無記入 29 無記入 53

合計 108 合計 43 合計 77 合計 54 合計 105

2

3

2

2

㉑小学校 ㉒小学校 ㉓小学校 ㉔小学校 ㉕小学校
Ｑ２９ Ｑ２９ Ｑ２９ Ｑ２９ Ｑ２９

曲名 票数 曲名 票数 曲名 票数 曲名 票数 曲名 票数
1 人形の夢と目覚め 30 ビリーブ 2 1 翼をください 8 1 翼をください 12 1 木星 22
2 ハンガリー舞曲（第5番） 25 花は咲く 2 Ｌｅｔ　ｉｔ　ｇｏ～ありのままで～ 3 2 Ｕ＆Ｉ 7 2 ベストフレンド 5
3 ゴジラのテーマ 4 ラバースコンチェルト 2 ビリーブ 3 3 バディネリ 5 3 翼をください 3

その他 24 その他 4 その他 31 その他 13 その他 8
無記入 85 無記入 17 無記入 42 無記入 34 無記入 37
合計 168 合計 27 合計 87 合計 71 合計 75

Ｑ３１ Ｑ３１ Ｑ３１ Ｑ３１ Ｑ３１
曲名 票数 曲名 票数 曲名 票数 曲名 票数 曲名 票数
1 翼をください 26 1 ドラゴンクエスト（序曲） 6 1 ガッツ（嵐） 11 1 翼をください 18 1 くまのおどり 26
2 威風堂々 19 2 ビリーブ 2 2 ＴＲＡＩＮ－ＴＲＡＩＮ 9 2 カノン 10 2 朧月夜 3
キリマンジャロ 3 マンボＮｏ．５ 1 3 あまちゃん（オープニングテーマ） 7 3 Ｕ＆Ｉ 8 パフ 1
ＲＰＧ 3 花は咲く 1 その他 26 その他 4 翼をください 1

その他 16 翼をください 1 無記入 34 無記入 31 ラバースコンチェルト 1
無記入 101 威風堂々 1 合計 87 合計 71 赤い屋根の家 1
合計 168 その他 0 ベストフレンド 1

無記入 15 無記入 41
合計 27 合計 75

㉖小学校 ㉗小学校 ㉘小学校 ㉙小学校 ㉚小学校
Ｑ２９ Ｑ２９ Ｑ２９ Ｑ２９ Ｑ２９

曲名 票数 曲名 票数 曲名 票数 曲名 票数 曲名 票数
1 新世界 10 1 ハンガリー舞曲第5番 7 1 威風堂々 20 1 木星 11 1 山の魔王の宮殿にて 15
2 ラデツキー行進曲 8 2 谷茶前 4 2 マンボＮｏ．５ 6 2 翼をください 8 2 天国と地獄 9
3 ハンガリー舞曲第5番 7 3 マルセリーノ 4 3 荒城の月 4 3 世界が一つになるまで 6 3 翼をください 7
威風堂々 7 その他 27 その他 22 その他 41 その他 19

その他 42 無記入 41 無記入 64 無記入 16 無記入 12

無記入 26 合計 83 合計 116 合計 82 合計 62
合計 100

Ｑ３１ Ｑ３１ Ｑ３１ Ｑ３１ Ｑ３１
曲名 票数 曲名 票数 曲名 票数 曲名 票数 曲名 票数
1 テキーラ 21 1 ソーラン節 4 1 マンボＮｏ．５ 50 1 アイーダ 18 1 残酷な天使のテーゼ 32
2 パイレーツ・オブ・カリビアン 15 2 マルセリーノ 4 2 威風堂々 13 2 マンボＮｏ．５ 14 2 翼をください 5
3 ミッション・インポッシブル 14 Trust! 2 3 ラバースコンチェルト 9 キリマンジャロ 11 3 威風堂々 5

その他 37 数え歌 2 その他 10 ラバースコンチェルト 11 その他 7

無記入 13 その他 21 無記入 34 その他 21 無記入 13

合計 100 無記入 50 合計 116 無記入 7 合計 62
合計 83 合計 82

3
3

3

3 3

1
2
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次の表９と図３・４は，「心に残っている曲」の理由を，鑑賞曲と演奏曲別に示した

ものである。表 10 に，子どもたちの回答の一例を掲げる。	
 

	
 
 

表９ 大項目④の自由記述（学校別） 

	
 

	
 

	
 	
 

	
 

	
  
 
 

 ← 図３ 鑑賞曲の選択理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↓ 図４ 演奏曲の選択理由 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

＊図３と図４の凡例は，「１＝曲の感

じや雰囲気，背景，２＝音楽の要素，

３＝楽しさ，達成感，４＝状況，エピ

ソード，５＝その他」である。	
 	
 

大項目 理由 

 

鑑賞曲 演奏曲 

４ 

１ 曲の感じや雰囲気，背景 506 262 

２ 音楽の要素 366 213 

３ 楽しさ，達成感 46 301 

４ 状況，エピソード 198 464 

５ その他 70 40 

合計 1186 1280 

20%	


17%	


24%	


36%	


3%	


心に残っている演奏曲の選択理由 	


1	


2	


3	


4	


5	


42%	


31%	


4%	


17%	


6%	


心に残っている鑑賞曲の選択理由 	


1	


2	


3	


4	


5	
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表１０ 大項目④の理由に関する自由記述（一部抜粋） 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 	
 

理由 

曲の感じ

や雰囲

気，背景 

・復興のためにつくられたいい歌だから（花は咲く） 

・アフリカのイメージがうかぶから（キリマンジャロ） 

・日本の伝統がつたわった。日本らしさが出ているから（春の海） 

・この曲を聴くと勇気が出てくるから。とても心の中がうれしくなる（ビリーブ） 

・先生が作者について教えてくれたから（別れの曲） 

・指揮者によって同じ曲でも全くちがったから（運命） 

・そうだいな感じが好きだから（つばさをください） 

・きいていると心がすーとなって気分がよくなる（ふるさと） 

・文化のちがいを感じるから（谷茶前） 

音楽の要

素 

・同じフレーズが何回も続いているのでそこが気に入ったから（運命） 

・歌詞が印象的だったから。サビの所がすごくいい言葉だから（ビリーブ） 

・上のパートと下のパートがハモルときれいだから（旅立ちの日に） 

・短調と長調がよくわかり、はな歌でも歌ってしまったから（ハンガリー舞曲

第５番） 

・同じテンポのところがよかった（八木節） 

・音の強弱がしっかりしていたから。曲の変化があって面白いから（威風

堂々） 

・すごくタンギングが多くて音が高いから（トランペット吹きの休日） 

・ドラムがかっこいいから。サックスのソロがあるしかっこいいから（ルパン三

世のテーマ） 

楽しさ，達

成感 

・むずかしいけど、「やりたい」と感じたから（カノン） 

・友達と協力し合って、合奏がうまくできたから（がけの上のポニョ） 

・速いテンポで大変だった分感動が大きかったから（ラデツキー行進曲） 

・友達と協力して、色々な楽器で演奏するのが楽しかったから（威風堂々） 

・楽しくてみんなの顔が明るいし、みんな知っている歌だから（つばさをくださ

い） 

・一番上手にみんなでできて、自分で伴奏できたから（パフ） 

状況，エピ

ソード 

・CM できいたことがあるから（アイネ・クライネ・ナハトムジーク） 

・六年生を送る曲として使った（ひまわりの約束） 

・卒業式など、いろいろなところで歌っているから（この星に生まれて） 

・マーチングで演奏し、友情が深くなったから（千本桜） 

・転校した学校も転校前の学校でも歌ったから（コスモス） 

・４年生のときに音楽会でみんなで合奏したから（あまちゃん） 

・こもりうたみたいにきいていたから（おぼろ月夜） 

・実習の先生と歌って元気な曲だったから（グッデーグッバイ） 

その他 
・とてもこれからの日本に大切な曲だと思ったから（花は咲く） 

・自分がひいてみたい曲で好きだから（情熱大陸） 
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表６・７・８に示したように「曲名」の記述に関しては，音楽科の授業や行事等で

扱った楽曲のほか，CM 等での使用楽曲，アニメの主題歌や挿入歌の記述が多く見ら

れた（予備調査では，調査時期の影響により卒業式で演奏する楽曲をあげる傾向が強

かった）。これは，学校音楽に子どもの身近にある音楽の一部が取り入れられている証

しとも言えるだろう。 
 
心に残っている理由は，５項目：１＝曲の感じや雰囲気，背景，２＝音楽の要素，

３＝楽しさ，達成感，４＝状況，エピソード，５＝その他に分類したが，表 10 に示
したように鑑賞曲に関しては，「１」が最も多く，楽曲のもつ雰囲気やイメージが子ど

もに強く印象づけられていることが明らかである。また，震災復興のために生まれた

など，その楽曲の背景に思いを寄せた記述が見られたことも特徴的である。「２」に含

まれる回答としては，音楽を形づくっている要素のなかでも特に歌詞に共感している

記述が目立った。 
 
一方，演奏曲に関しては，「４」や「３」の割合が高く，音楽会などの発表の場での

経験，上級生が歌う姿に憧れをもっていた思いなどとともに，みんなで合奏した楽し

さ，難しさを克服した達成感が多く回答されていた。子どもにとって楽曲は，自らの

経験とともに印象づけられていると言えよう。	
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4.2	
 因子分析	
 

	
 

	
 大項目①と②で用いた小項目への回答をもとに，子どもたちの判断傾向について因

子分析をおこなった。その結果を表 11 及び図５に示す。	
 

	
 

	
 
表１１ 大項目①と②の計２０項目の因子分析 

	
 

小項目 1 2 3 4 

1 0 .146 -0 .097 0 .102 0 .529 

2 -0 .004 0 .09 0 .65 -0 .06 

3 0 .03 -0 .056 0 .251 0 .39 

4 0 .041 -0 .024 0 .098 0 .561 

5 0 .038 -0 .079 0 .741 -0 .005 

6 -0 .028 0 .033 0 .601 0 .034 

7 -0 .067 0 .132 0 .548 0 .149 

8 0 .756 -0 .1 0 .037 -0 .062 

9 0 .519 -0 .156 0 .092 0 .137 

10 -0 .049 0 .136 -0 .139 0 .682 

11 0 .715 0 .033 0 .005 0 .016 

12 0 .302 0 .393 0 .046 -0 .045 

13 0 .271 0 .589 0 .05 -0 .206 

14 -0 .087 0 .87 0 .046 -0 .05 

15 0 .71 0 .048 -0 .059 0 .028 

16 0 .539 0 .088 -0 .031 0 .124 

17 0 .122 0 .421 0 .265 -0 .037 

18 -0 .006 0 .626 -0 .112 0 .303 

19 0 .772 0 .101 -0 .076 -0 .007 

20 -0 .094 0 .779 -0 .011 0 .112 

因子抽出法: 主因子法 

回転法: Kaiser の正規化を伴うﾌﾟﾛﾏｯｸｽ法 
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パターン行列の分析結果から，第１因子に高い負荷量を示した項目は「わたしたち

の生活のなかで，音楽の大切さを考えるようになった」「音楽の学習は好きだ」であり，

第２因子に高い負荷量が認められたのは，「先生や友だちと，明るく大きな声で話がで

きるようになった」「自分から積極的に話しかけるようになった」であった。第３因子

に高い負荷量を示した項目は「クラスの人と一緒にいるときは，相手の気持ちを考え

る」「友だちがさみしそうなときは，声をかける」であり，第４因子に高い負荷量を示

した項目は「人の意見に左右されないで，自分の意見を言う」「見たり聞いたりしたこ

とから，いろいろなアイデアを思いつく」であった。	
 

	
 

これらの内容を総合的に判断し，第１因子は「音楽への興味・関心」，第２因子は「自

己肯定感：積極性」，第３因子は「他者への配慮」，第４因子は「自己肯定感：自己主

張」と命名した。予備調査の結果と比較すると，各因子への寄与率や負荷量の高い項

目に若干の違いが認められたものの，４因子の抽出は共通しており，安定した構造と

見なすことができる（表 12）。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 
図５ 各因子の固有値 
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表１２ ４因子別の項目一覧表 

 

 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 	
 

因子

１ 

8 音楽の学習は，好きだ。  

音楽への

興味 

11 音楽や音の聞こえ方が，これまでと変わった。 

19 
わたしたちの生活のなかで，音楽の大切さを考えるよう

になった。 

16 
日本以外の，他の国の人の生活や音楽に，興味をもつ

ようになった。 

9 美しいものやすばらしい景色を見ることが，好きだ。 

因子

２ 

13 学校に行くのが，これまでより楽しくなった。 

自己肯定

感・積極性 

18 
友だちと一緒に学習したり，みんなの前で発表したりす

る力がついた。 

20 
自分から積極的に，話しかけることができるようになっ

た。 

因子

３ 

5 
クラスの人と一緒にいるときは，相手の気持ちを考え

る。 
他者への

配慮・協調 
6 友だちが仲間に入りたそうにしていることに気づく。 

7 
友だちと力をあわせて，一つのことに取り組むことが得

意だ。 

因子

４ 

1 気になったことは，自分でなっとくのいくまで考える。 

自己肯定

感・主張 
4 

見たり聞いたりしたことから，いろいろなアイデアを思い

つく。 

10 人の意見に左右されないで，自分の意見を言う。 
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4.3	
 クラスター分析	
 

	
 

大項目③で得られた回答をもとに，子どもたちの判断並びに興味・関心の傾向につ

いてクラスター分析をおこなった。その結果を図６と表 13 に示す。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 
図６ クラスター分析 
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図６に示したように，子どもたちの反応は４群に分類された。ピンク色の「第３ク

ラスター」と緑色の「第４クラスター」は，近いクラスター群であると考えられる。

さらに黄色の「第２クラスター」は，「第３」「第４」とも近いと考えられる。しかし，

水色の「第１クラスター」は，他の３つの群とかなり隔たっている。	
 

大項目③の全項目で（	
 ）内に「音楽」を選択した子どもたちは，第２クラスター

に位置している。興味深いことに，同じ教科だから同じクラスターを形成しているわ

けではなく，異なるクラスターに散らばっている教科も多い。	
 

	
 

表 13 は，音楽を選択した子どもたちと近いクラスターに属している子どもたちが，

音楽以外のどの教科を選んでいるのか「★」をつけて項目別に一覧表にしたものであ

る。音楽と図画工作，体育が「近い」と判断をされていること，さらに，家庭，国語，

社会，理科と続き，算数や生活に対しては「遠い」と判断されている様相が読み取れ

る。	
 

	
 

	
 

	
 
表１３ クラスター群別にみた教科一覧表 

	
 

	
 
	
 

	
 

	
 さらに言えば，「★」の付いたクラスター群と「−」の付いたクラスター群に大別さ

れている現状を踏まえながら，授業あるいは授業外での支援のあり方，子どもたちへ

の働きかけ方を再考してみる必要がありそうである。	
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５．まとめ 
	
 

本調査結果は，以下６点にまとめられる。	
 

	
 

（１）	
 子どもたちが自分の生活の中で「そうだ」と思っていることは，「美しいも

のやすばらしい景色を見ることが好きだ」「友だちがさみしそうなときは，

声をかける」「クラスの人と一緒にいるときは，相手の気持ちを考える」「友

達が仲間に入りたそうにしていることに気づく」「友だちと力をあわせて，

一つのことに取り組むことが得意だ」といった事項である。	
 

	
 

（２）	
 子どもたちは，自分の生活や学校での音楽授業に関して，「音楽への興味・

関心」「自己肯定感：積極性」「他者への配慮」「自己肯定感：自己主張」の

４つの因子で対応している。	
 

	
 

	
 

（３）	
 学校生活の中で教科音楽は，「外国のいろいろな文化を知るのに役立つ教科

だ」「自分の心を豊かにするのに役立つ教科だ」「生活を明るく楽しくすごす

ために役立つ教科だ」「自分を表現する力が身につく教科だ」「日本の文化や

伝統を知るのに役立つ教科だ」ととらえられている。	
 

	
 

（４）	
 上記（３）のような子どもたちの思いと共通している教科群は，図画工作，

体育，家庭，国語，社会，理科である。	
 

	
 

（５）	
 約半数の子どもたちが，音楽の授業の中で扱った楽曲を「心に残っている」

と回答している。	
 

	
 

（６）	
 「心に残っている鑑賞曲」の理由の多くは，「曲の感じや雰囲気」であり，

楽曲のもつ雰囲気やイメージが強く印象づけられている。一方，「心に残っ

ている演奏曲」では「楽しさ，達成感」「エピソード」の理由が多くみられ

た。皆で合奏した楽しさや難しさを克服した達成感によるものと思われる。	
 

	
 

	
 

 
付記 
本調査報告書の一部については，2015 年日本音楽教育学会第 46 回大会	
 宮崎大会
（2015.10.4）の『常任理事会企画	
 プロジェクト研究（II）学会から社会への発信（第
１年次）−教科音楽で培われる力とは−』の中で報告をしました。 
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